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第１１回友の会総会開催 

楽しいアイディアを出し合い、実現を目指して活動を 

今年も４テーブルのライブラリーカフェを開店 
第１１回葛飾図書館友の会総会が４月２１日（土）午後２時から中央図書館で開催されました。 

 朝野会長の挨拶のあと、「図書館にとって、なくてはならない団体としての友の会の活動に感謝するとともに 

今後も相互に支援・協力する関係を作っていきたい」との鈴木中央図書館長から祝辞をいただきました。 

 議長の選出をして、平成２９年度の活動・収支・会計監査などの報告は異論

もなく可決されました。 

 今年度は２年任期の役員改選にあたります。立候補者を募りましたが、なく、

現役員会からの改選案が示され、承認されました。その結果、友の会創立から

今まで副委員長と総務委員長として活躍されてきた一部役員が退任されまし

た。（右記の役員体制参照） 

 改選後は各委員会から新たに就任した委員長を含め、担当者から平成３０年

度の活動計画案と予算案の説明がありました。例年同様「友の会ウィーク」を

１１月３日（土）から２３日（金・祝）まで開催することなどを含め、原案通

り、可決・承認され、総会は滞りなく終了しました。  

 総会終了後、会長によるスライドを使った友の会活動の紹介が行われ、午後

３時過ぎから４つのメニューのテーブルに分かれて、飲み物をとりながらの

“おしゃべりタイム”を楽しみました。最後に各テーブルから報告をして、す

べての次第が５時前に終了しました。 

 

 メニューA  『ブック・シェア』でお宝本発見？ 
《ブック・シェア》とは何でしょうか？ 言葉の良さに(洒落ていて)おんぶしたこの集いは見事、テーマ

とはチョッと違った集いになりました。英語の[シェア］＝share は、分ける、分配するということで、今

回のカフェの開催に際して「本をお持ちください」「愛蔵本の交換会です」と唱えたつもりでしたが、結果、

本を持参したのは司会者側だけで、その他の参加者は図書館所蔵の好きな本を選んで集まったということ

です。つまり友の会広報委員会が行っている『キーワード読書会』の変型判になってしまいました。 

しかし 6 名の参加者はそれぞれの持ち本を片手になかなかの思いを込めて説明。卓上に提出された本は

図書館所蔵本を除いてすべて引き受け？が成立し、なかなか実のある集いになりました。提出された本の

書名をあげると、『年月日』閻連加（イェン・リエンコー）著(白水社)、『すてきなあなたに』大橋鎭子著(暮

しの手帖社 0,2,3 巻)、『誰かが足りない』宮下奈都著（双葉社）、『そらいろのたね』中川李枝子作・大村

百合子絵（福音館書店）、『千年の夜』簾内敬司著(影書房)、ほかに朝野会長から数学書 4 冊など。「ぶっく・

しぇあ」は手ごわいイベントだと思いますが、一般の来館者に呼びかけてしっかり運営すれば一味違った

集いになると思います。                           （報告：高橋） 
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 メニューB  『かつしかウォーカー』で情報交換 
私はカフェのメニューが決まった時は、まだ『かつしかウォーカー』を読んでいませんでしたが、発売

は知っていました。金町の本屋さんを回りましたが、すべて売り切れでした。その後、増刷になり、後日

購入できました。 

当日のカフェでは「葛飾三ツ星グルメ」に人気が集まり、まだまだ行ったことのないお店、まったく知

らなかったお店など、特にスイーツ・ラーメン・イタリアンなどの情報交換がたくさんできましたが、行

きつけのお店が載ってないと、ショックも。また、「葛飾区が誇る伝統工芸」や「東京都内初 葛飾柴又

が重要文化的景観に！」（2 月 13 日選定）など充実している葛飾区の話で盛り上がりました。柴又が区

民として誇らしいと思いました。また、「子どもとおでかけ」では、こんなにいろんな公園があるとは知

りませんでしたが、公園をよく知っている方から、楽しい情報をいただきました。短い時間でしたが、区

内の事なのに、まだまだ知らない事がいっぱいあると実感した楽しい情報交換でした。内容豊富なこの 1

冊でしばらくは楽しめそうです。行ったことのないお店を制覇したい！！       （報告：鶴岡） 

 

 メニューC  ボランティア活動で始めたいこと 
C グループでは、ボランティア活動を増やして友の会を

活性化したい、という趣旨でアイデアを募集しました。ア

イデアの創出は、現在行っている活動を語るのと比べて、

圧倒的に負荷のかかることです。参加者の皆さんには知恵

を絞っていただきました。 

【みなさん真面目でした】 

趣味やお祭りを提案されても宜しかったのですが、皆さ

んすごく真面目でした。勉強会の提案は友の会の設立趣旨

にも合致していますので、できることから実行していきま

しょう。 

【新しい提案を募集します】 

新規の活動提案は 4 月のライブラリーカフェに限らず、通年で募集しています。もし何かアイデアが

ひらめきましたら、友の会の役員までお知らせください。 

【一般の方への呼びかけ】 

ライブラリーカフェは館内のポスターと館内放送および WEB で告知しました。しかし図書館に来ない

方にどうやってイベントを告知し、大勢の方に集まってもらうかが今後の大きな課題です。C グループに

は非会員である一般の方が参加されました。一般の方は個人的な口コミによって参加されたのですが、葛

飾区民の全体に参加を呼びかけるには「広報かつしか」しか手段がないのか？ 悩ましい問題です。 

（報告：朝野） 

 メニューD  図書館体験 本のお掃除をしてみよう  
       作業した職員もビックリ「なんてキレイな本になるの！」 

 友の会では原則として毎月第３土曜日の午後１時から３時まで、中央図書館フロアで入会受付をかねて友の

会活動の一端を紹介する、本の“お掃除隊”を登場させています。今回のカフェでは図書館の職員にも参加し

てもらい、実際にスプレーを使用し、汚れが目立つ表紙・裏表紙をタオルで

拭くという“力仕事”を行いました。友の会からの参加者はベテラン揃い。

職員の皆さんは滅多にやったことのない作業なのか、「なんてキレイになる

の！」「こんなに目に見えて本が生き返るなんて」との感想が出るほど楽し

く、また“やり貝”をしょった様子…。友の会はこれまで絵本を中心に作業

をしてきましたが、職員の方から日本人作家の小説などの一般書や料理本な

どに汚れが目立つとのアドバイスもあり、今年度はおそーじ対象を幼児から

大人へ成長させよう（？）と、参加者は考えました。  （報告：中里） 

 

 

 
クリックで葛飾図書館友の会ＨＰへ 
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《CD･DVDコンサート》に寄せられた 
参加者のアンケートを特集しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

ゆ
か
し
き
ス
ペ
イ
ン
の
舞
「
い
い
音
楽
で 

し
た
」「
サ
ラ
サ
ー
テ
作
曲
の
作
品
が
す 

ば
ら
し
か
っ
た
」「
チ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ 

ン
し
か
聴
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、 

改
め
て
い
い
と
思
っ
た
」「
第
４
番
『
ビ 

リ
ャ
ネ
ス
カ
』
が
よ
く
て
、
ス
ペ
イ
ン
の 

風
土
は
か
く
や
と
思
わ
れ
た
」
ス
ペ
イ
ン 

の
甘
や
か
な
宴
「
い
い
音
楽
で
し
た
」「
ド 

ミ
ン
ゴ
と
ア
ラ
ン
フ
ェ
ス
が
良
か
っ
た
」 

「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
ギ
タ
ー
の
配
分
が 

良
か
っ
た
」「
今
後
も
こ
の
よ
う
な
ク
ラ 

シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
名
曲
を
聴
き
た
い
」

「
係
の
方
々
、
あ
り
が
と
う
。
休
日 

な
の
に
」（
当
日
は
台
風
の
予
報
で
し
た
） 

図書館が所蔵する CDや DVDを使ってクラシック音楽のミニコン

サートを開催している「CD･DVDコンサート委員会」では、開催時

に必ずアンケート用紙を配布し、参加者の皆さんから当日のプロ

グラムや葛飾図書館友の会への感想や意見をうかがっています。

特に１１月からアンケート用クリップボードを用意し、記入しや

すくなり、アンケート数も参加者の８０％を超えるほど集まるよ

うになりました。その中からいくつかをご紹介します。 

第６４回             2017/９/17 

「スペインの光と影－陰翳をまとう情熱」 
 

ア
メ
リ
カ
映
画
編
「
素
晴
ら
し
い
ア
メ
リ
カ
映
画
の 

Ｃ
Ｄ
の
数
々
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
『
『
愛
と
哀

し
み
の
果
て
』
は
先
日
テ
レ
ビ
で
観
た
ば
か
り
な
の

で
感
動
を
再
び
と
い
う
感
じ
で
し
た
」「
英
語
の
勉
強

に
な
り
ま
し
た
」「
知
っ
て
い
る
曲
が
あ
っ
て
良
か
っ 

た
」
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
映
画
編
「
良
い
」「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ 

ク
な
作
品
が
多
い
」「
オ
ペ
ラ
も
良
い
も
の
で
す
ね
」 

「
『
眺
め
の
い
い
部
屋
』
の
キ
リ･

テ･

カ
ナ
ワ
と
『
デ 

 
 

ィ
ー
バ
』
の
ソ
プ
ラ
ノ
が
素
晴
ら
し
い
」「
モ
ン
テ
カ

ル
ロ
国
立
歌
劇
場
管
弦
楽
団
を
初
め
て
聴
い
た
が
よ 

か
っ
た
」
そ
の
他
の
感
想
な
ど
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を 

大
音
量
で
聴
け
て
満
足
」「
映
画
と
曲
の
解
説
を
有
難 

う
。
続
編
も
企
画
し
て
く
だ
さ
い
」「
楽
器
の
特
集
も
」 

 

 
 
 
 

「
と
て
も
良
か
っ
た
。
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
が
男
声
だ
っ

た
の
で
（
パ
ヴ
ァ
ロ
ッ
テ
ィ
）
う
っ
と
り
し
た
」
「
家

で
は
一
人
の
年
末
だ
っ
た
が
、
と
て
も
幸
せ
だ
っ
た
」

「
イ
ヴ
の
気
持
ち
が
十
分
味
わ
え
た
」（
複
数
）」
「
第

９
を
今
年
も
聴
け
て
良
か
っ
た
（
複
数
）」「
春
の
歓
喜

を
聴
き
、
良
か
っ
た
」「
初
め
て
全
曲
を
聴
い
て
感
激

し
た
（
複
数
）」「
家
で
ス
テ
レ
オ
で
聴
く
よ
り
迫
力
が

あ
っ
て
良
か
っ
た
」
「
こ
の
感
動
を
来
年
も
欲
し
い
」

「
い
つ
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
よ
ろ
し
く
」 

いつもアンケート 

♫ 協力 ♫ 

有難うございます！ 

 

 第６５回         2017/11/18 

「スクリーンに流れたクラシック音楽」 
 

「
メ
ロ
デ
ィ
が
き
れ
い
だ
っ
た
」「
知
っ
て
い
る 

音
楽
が
良
か
っ
た
」「
羽
生
選
手
優
勝
の
ニ
ュ 

ー
ス
の
時
、
そ
の
曲
を
入
れ
て
く
れ
て
感
謝
」

「
浅
田
選
手
の
《
仮
面
舞
踏
会
》
が
忘
れ
ら
れ 

な
い
」「
曲
想
に
滑
り
を
合
わ
せ
て
聴
い
た
」

「
テ
レ
ビ
で
の
映
像
を
思
い
出
し
な
が
ら
聴
い 

た
」「
大
円
舞
曲
な
ど
は
、
昔
の
映
画
を
思
い 

だ
し
な
が
ら
聴
い
た
」「
い
つ
も
ボ
ー
っ
と
し 

て
聴
い
て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
楽
し
み
に 

音
楽
も
聴
き
た
い
」「
パ
ヴ
ァ
ロ
ッ
テ
ィ
素 

敵
！
」「
い
つ
も
い
い
企
画
で
、
有
難
う
」「
日 

本
の
叙
情
歌
な
ど
も
聴
き
た
い
」 

第６６回             2017/12/24 

「今年も第９で締めましょう」 
第６７回           2018/2/17 

「銀盤に輪舞したあのメロディ」 
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“ちはやふる”in中央図書館  今年も「新春かるた会」 

    上位入賞者はすべて女子の中・高校生 

       新しく「生き物トランプ」で“ババ抜き”も 
恒例となった“新春かるた会”が１月３日（水）の午後、中央図書館の会議室で開催されました。 

６回目を迎えたこの「かるた会」ですが、大人１２名とヤング・アダルトなど２０名、そして主催者を含め４５

名が会しました。今年は会員及び区の環境課のご好意により「かつしか生き物トランプ」の提供がありました。ま

ず幼児も参加して、５テーブルに分かれて“ババ抜き”から開始。勝利者５名には使用したトランプがプレゼント

されました。次は「かつしか郷土かるた」の競技です。図書館職員が読み上げるたびにテーブルをたたく音と小さ

な叫び声がしばしば上がりました。優秀者には郷土かるたを使った絵葉書が賞品に、また図書館から多数提供され

た雑誌の付録を景品として個数限定で選べます。 

そして「百人一首」を使って“坊主めくり”が続きます。

坊主が出たらモチ札を差し出し、次に姫君をめくれば総取り

という簡単な遊びですが、最後の１枚で大逆転があるので面

白さが増します。これが終わるといよいよチラシ取り。パソ

コンがランダムに読み上げる上の句を聞き、下の句を取り合

うこの競技は実力の差（？）が歴然としました。最後に各テ

ーブルの１位６名が中央のテーブル集まっての源平合戦に

近い競技の末、上位入賞者はすべて女子の中・高校生。優勝

者は鎌倉在住の中学１年生でした。 

それぞれ１位から４位まで、賞品として「友の会」から図

書券や図書館バッグが贈られ、かるた会は午後４時に無事終

了しました。 

☆☆☆☆☆☆「葛飾図書館友の会」で一緒に活動しませんか！☆☆☆☆☆☆ 

『友の会』は多くの会員によって活動しています。図書館を利用されている方、活動趣旨に賛同される方々、

是非ご入会いただいて、あなたの図書館に関わるいろいろなアイデアを少しずつ実現してみませんか？ 原則

として第３土曜日の午後１時から 3 時まで中央図書館内で、また友の会の開催イベント時でも直接の入会受

付を行っていますので、是非ご利用ください。年会

費は一般会員 1,000 円、賛助会員は１口 2,000

円です。上記の方法が利用できない場合、入会希望

者は中央図書館に入会届をご提出の上、年会費を右

記の口座に納入してください。図書館での年会費の直接納入はできません。「通信欄」に一般あるいは賛助会

員かを明記の上、30 年度年会費とご記入下さい。また 1 口 500 円の寄付も大歓迎です。払込手数料は窓口

では１３０円、ＡＴＭからでは 80 円です。恐れ入りますが、ご負担をお願いいたします。 

入会届はＨＰ（http://katsutomo.jimdo.com/）からもダウンロードできます。 

お問合わせ先：中央図書館友の会担当者（打越さん、吉村さん、白井さん、川井さん） ℡ 03-3607-9201 

 

 

 

 

ゆうちょ銀行 口座番号    00100-7-392065 

口座名称    葛飾図書館友の会 

 

    

あ
た
し
は
エ
ミ
、
６
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。
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り

に
こ
れ
を
書
い
て
る
飼
い
主
の
家
で

５
匹
姉
妹
で
生
れ
ま
し
た
。
マ
マ
ゆ

ず
り
の
グ
レ
ー
の
毛
色
も
シ
ュ
ッ
と

し
た
お
顔
も
ロ
シ
ア
ン
・
ブ
ル
ー
そ

っ
く
り
な
の
だ
け
ど
、
し
っ
ぽ
の
先

が
ア
ル
ペ
ジ
オ
記
号
み
た
い
に
曲
が

っ
た
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
ミ
ッ
ク
ス
猫

な
の
で
す
▼
う
ち
に
は
グ
レ
・
マ
マ

と
黒
猫
の
キ
ー
ナ
お
ば
ち
ゃ
ん
（
よ

そ
の
お
ば
ち
ゃ
ん
な
の
か
マ
マ
の
マ

マ
な
の
か
は
ワ
カ
ラ
ナ
イ
）
が
い
て
、

総
勢
７
匹
の
猫
一
家
。
マ
マ
と
お
ば

ち
ゃ
ん
の
い
き
さ
つ
は
友
の
会
通
信

第
14
号
の
「
色
え
ん
ぴ
つ
」
で
読
ん

で
ね
▼
二
人
が
家
へ
入
れ
て
も
ら
え

た
の
が
年
を
越
し
た
１
月
末
。
４
月

の
朝
に
い
き
な
り
５
匹
増
え
た
の
を

見
た
飼
い
主
の
驚
き
と
言
っ
た
ら
ね

ぇ
。「
女
の
コ
だ
っ
た
の
、
グ
レ
！
」

そ
う
と
分
っ
て
た
ら
一
時
も
外
へ
出

さ
な
か
っ
た
の
に
と
悔
や
ん
だ
そ
う

で
す
。
ま
だ
１
歳
前
の
マ
マ
だ
っ
た

の
に
▼
カ
レ
ン
ダ
ー
に
載
る
よ
う
な

可
愛
い
子
猫
じ
ゃ
な
か
っ
た
け
ど
、

３
か
月
後
に
里
親
の
お
話
が
来
て
、

５
匹
そ
れ
ぞ
れ
よ
そ
で
幸
せ
に
な
れ

る
…
は
ず
だ
っ
た
の
に
な
。
飼
い
主

し
か
見
た
こ
と
が
な
い
あ
た
し
達
。

逃
げ
る
は
唸
る
は
で
、
機
会
霧
消
の

あ
り
さ
ま
で
し
た
▼
そ
れ
か
ら
６

年
。
脱
走
癖
の
あ
る
ジ
ョ
ー
、
と
ろ

い
べ
ス
、
猫
嫌
い
な
メ
グ
、
オ
ヤ
ジ

顔
の
ロ
ー
リ
ー
も
、
み
ん
な
問
題
あ

る
け
ど
（
あ
た
し
は
別
格
よ
）
可
愛

い
と
言
う
飼
い
主
を
お
世
話
係
に
従

え
て
、
極
楽
猫
に
な
っ
た
あ
た
し
達

な
の
で
す
。 

 

（
林
編
集
委
員
） 

色
え
ん
ぴ
つ 

http://katsutomo.jimdo.com/

